
４．スマートフードチェーンプラットフォーム（ukabis）



生産から加工・流通・販売・消費までデータの相互活用が可能な
｢スマートフードチェーン｣ を構築

スマートフードチェーンの構築により可能となる取組例

生産 (川上)
（生産・収穫・選別）

流通・加工 (川中)
（集荷・輸送・貯蔵・加工）

販売・消費（川下）
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高精度な出荷・需要予測

廃棄ロスのない
計画生産・出荷

卸売市場等における情報伝達の
デジタル化等を推進して
流通を効率化

情報伝達
のデジタル
化

農作物の確かな流通情報等を
消費者へ提供（JAS規格）し
農作物の付加価値を向上

スマートフードチェーンについて

○ スマートフードチェーンとは、生産から加工、流通、販売、消費までの情報を連携させたフードチェーンであり、生産の高度化や
販売における付加価値向上、流通の最適化等に資することが期待されている。

○ SIP第２期では、スマートフードチェーンプラットフォーム（ukabis）を構築（基盤ソフトウェアのOSS化）、各種機能実
証、農産物の確かな流通情報等を消費者に提供することを目的としたJAS規格の制定及び社会実装の体制整備等が行われた。

「内閣府戦略的イノベーション創造プログラム（SIP）（H30年度～R4年度）」において開発

http://2.bp.blogspot.com/-RA_r9EVIbto/Ur1Hh8V6SRI/AAAAAAAAciE/UFlqD_v-9nM/s800/hatake.png


想定されるスマートフードチェーンプラットフォームの活用方法
○ スマートフードチェーンプラットフォーム（ukabis）を活用し、需要と供給のマッチングの高度化や、物流の最適化による食品ロス
の削減、トレーサビリティの確保による食の安全性の担保、生産者と消費者のコミュニケーションの促進が期待できる。

〇 具体的なイメージとしては、青果物等の商品につけられた識別コードを読み取ることで、生産履歴情報、流通の取扱情報、生産
者のPR情報及び安全性に関する情報を容易に川下事業者や消費者に発信することが可能。

〇 さらに、輸出における伝票電子化（EDI）や手続きのデジタル化による加速、トレーサビリティの実現による偽装・偽物対策に
も貢献することが可能。
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スマートフードチェーンプラットフォーム

卸売市場等産地 小売店等 消費者

• 食品の情報・履歴を取得
• 見えることによる安心

• 仕入・販売の最適化
• 産地情報の販促利用
• トレーサビリティ管理

流通環境データ
（温度・湿度・衝撃等）

外食等産地

①物流コストを低減したい
産地・農業者間で連携
して、出荷量を分析し、
共同物流や最適なルー
ト算出を可能にする。

• 需要に合わせた生産
• 廃棄ロス削減

• 業務効率化
• 物流の最適化

③新型コロナ等の有事の
際にも、互いのデータを
共有して柔軟に商品の
調整・融通を行うことが
できる。

②安定的に食材を調達したい
小売事業者が、産地や卸売
市場と連携し、出荷量予測と
需要予測とを組み合わせるこ
とにより、出荷のタイミングを
最適化できる。

需給マッチング
API

物流マッチング
API

ブロックチェーン
API

データ入力
API

データ出力
API ・・・・

データの共有

“モノ”の流れ



スマートフードチェーンプラットフォームから提供可能な主なAPI

産地独自のコードから国際標準の識別コードに変換するシステムや伝票の電子化を可能とする機能などをス
マートフードチェーンプラットフォーム（ukabis）からAPIとして提供。

物流マッチングAPI

Co2排出量算出API出荷データ連携APIコード変換API

トレーサビリティAPI

A地域 B地域

国際標準の識別コード（GS1規格）

産地独自コード 産地独自コード
産地A

産地B

市場A

市場B

出荷データ

出荷データの連携
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産地 市場 小売

輸送におけるCo2排出量を算定

消費者産地 市場 小売

トレーサビリティ情報の連携

A地域

B地域

共
同
配
送

データ連携

パレット情報API コメ情報API
（スマートオコメチェーン）

積み付け情報API

パレット
ID

伝票番号

商品番号
(個体識別)

伝票番号と紐づい
たパレット情報
（IDや使用枚数）
を連携

コンテナ等の積
載位置による品
質変化を考慮し
た積付指示シス
テムの提供

コメの流通履歴、品質情報、
消費者向けの発信情報を共
有するためのデータ基盤（ｽ
ﾏｰﾄｵｺﾒﾁｪｰﾝ）をukabis内に
構築




